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男鹿半島安田海岸における鮪川・潟西層の構造と堆積環境について

加藤方太郎・渡部展

Iまえがき

男鹿半,';,}北岸中央部の安田海岸には脇本層から

鮪川層、潟西層が約500"の距離にわたって連続的

に見られる露頭があ'）、鮪川層の棋式地となって

いる。

1975年4月、この露韮1で貝化石を採集していた

筆者のひと’)渡部が、鮪川層中にヒシとシジミの

化石を含む層準のあることを発見した。一方|面1年

5月には潟西層団研に参加した加1帳が、潟西層の

模式地である若美町角間崎地区において、渦西層

中にシジミの化石を発見し、更にその下位には海

成らしき層のあることに気づいた。

筆者らはこれらの調査を契機として、鮪川層と

潟西層は堆枝環境の面て､共通する点が多く、いず

れも第四紀の気候変動による海水準の変化に伴っ

て形成された堆積物で．あろうと考えた。
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その後、鮪川層と安田海岸の潟西層については6．7月から11月にかけて筆者らが共同で､調査を行

ない、模式地および､その周辺の潟西層については、潟西層団研のメンバーとして6．7月の日唯およ

び､夏休み期間中に数次にわたる共同調査を行なった。

その結果、鮪川・潟西層の形成期には大きな気候変動か数'且l起ったことがIﾘIらかになった。また、

安田海岸の鮪川層は束に仰斜してお'）、その角度は下位から上位:へとIll貞次減少している。これは鮪川

層の形成当初から現在まで．、傾動連動が連続的に進行したことを示している。

本稿で､は、以上に述べた事実について報告するとともに、それにもとづいて、鮪Ill層から潟西層ま

での細区分を提案する。
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本稿をまとめるにあたり、いろいろとご指導ご助言をいただいた秋[日大学呂の藤岡一男教投、高安泰

助教授にI早くお礼申しあげるとともに、このil叶究の検討に参加していただき、未発表資料を提供され

た秋旧第四紀研究グループ。ならびに渦西層N1f*WF究グループ・の方がたに深<I盛謝するしだいて､ある。

11男鹿半島の地質概要と鮪川層、潟西層の研究史

ｿ)鹿半島は、裏日本グリーンタフ地域の新輔三系棋式地として古くから多数の地質学的・古生物学

的il叶究が行なわれてきてお0、半沢(1954)および藤岡(1959)によって総折されたのをはじめ、最

近で､は藤岡（1973）の総括がある。

男鹿半島で､は第2図に示したように、新輔三紀初頭に開始されたグリーンタフ活動による火山HUW

物が西部山地を形成し、それにひき続いて起った沈降一除j起の過程を示すj享さ2，()()()"‘以上の含油層

群が、西部山地より東側に順次累械してみられる。その上位に重なるのが本稿で､述べる鮪川層および．

潟西層で､ある。

鮪川層は従来新第三系最上部として位;;'.:づけられてきたが、最近では多くの研究者によって更新統

とみなきれるようになった（藤岡1973、北里1975)。本層は海生の軟体動物化石、有孔虫化石等を多

産し、それらに関する報告が多い。Takavasu(1962)は本層中にみられる不推合(本稿の侭(斜不整合C)

を境界として本層を上部・下部に区分し、それぞれに含まれる軟体動物群の種組成のｲ11達から、堆積

環境、特に海水温の変化を明らかにした。妓近北里(1975)は本層を再定義し、従来の下部のみを鮪川

層とよび．上部については安Ill層という橘林を与えた。本層の堆積は独立した一i輪廻を示す(藤岡1950)

として注目されていたが、堆稜学的〃f究はﾉZしい。藤岡(1972)は油田構造を形成した榊造述動（出羽

変動）は、鮪川階末期まで､認められると述べている。

渦四層については大橋（1930）の命名以来詳細な研究が行なわれていないが、1藤|剛ほか(1965)、

Huziokaetal.(1970)によって、桝沢(=釜谷地）海岸および浜間口海岸で､、本屑m底部にみられ

る貝殻礎層が釜谷地層として区分された。また釜谷地層は鮪川層の上位にあたり、リスーウルム間氷

期の海成堆積物、潟西層はウルム氷期の|堆水成堆枝物とみなされた。潟西層の堆械環境は、狩野(1968)

も陸水成であるとしているが、渡部(1975)はその推底にみられる貝類化石を検討し、この層準か海

成である可能性を指摘した。1975年以降、渦西屑団mグループ・によって男鹿半､烏における潟西層の精
束

査が行なわれており、本層下部が海成、中部が汽水成で･あることが明らかにされつつある。

翼潟西府団研グループ（1975）：秋[II地学教育学会研究発表会および地団研秋田支部年末談話会における苅演

なお八郎潟周辺地域における第|ﾉLl紀の描造連動については、藤岡(1965)、狩野(1968)の総括的

研究がある。

Ill地質構造と構造運動

第31刃は安田海岸における鮪川府～潟I凡i'('iの礁頭をスケッチしたもので．あり、仰斜角の変化がわか

るように距離と高さの縮尺を同じにしてある。この蕗，貝にみられる鮪川層の走向は全般的に北4()｝斐西

で､、海岸線に対･してほぼ直交するIn｣きを示している。傾斜はスケ､ソチにみられるように西側が急､で､束

側ほど緩傾斜とな'）、露頭の東端および．上位の潟西層で､はほとんど水平に近いl～2度の似斜となっ

ている。

安Ill海岸における鮪川層には3つの側斜不悠合があり、これらの傾斜不悠合によって傾斜角が大き

く変化している。また不整合と不悠合にはさまれる区間で､も、傾斜角は徐々に変化しており、特に堆

積環境が大きく変化したとみられる『ii-eは{眼斜角もやや大きく変っている。

露頭の中央部には数列の弱い断屑が見られるが、これらはいずれも南北方向に走る束落ちの正断層

で､ある。

－ 5 7 －
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第3図男鹿半島安田海岸鮪川・潟西層露頭
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第4図傾斜不整合B・Cと鮪川・潟西層
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また下位の脇本層との関係は不整合で．あるとされている

（藤岡195()・1959、Takayasu1962)が、安田海岸で､はほ

とんど悠合的な状態を示している。

このような事実にもとづいて鮪川・潟西層の堆積面が(噸

斜して行く過程を考えると、傾動連動の開始と鮪Ill層の形

成はほぼI"J時で､あり、似動運動は鮪川層から潟西層の形成

期にかけて連続的に、しかも一定の速さで進行したものと

みられる。

したがってこの露頭で･は、傾斜角の変化がそのまま時|州

の経過を示しているとみられるので､、傾斜不整合で．は上位

層と下位層の1噸斜角の差に相当する期間だけ|塗化していた

ことになる。また不整合をはさまない区間でも、その前後

の傾斜角の差を求めることによって、その区間の地層が堆

祇するのに要した時|川を知ることができるはずで．ある。

傾動述勤の原因については、北海岸の安田一申川地区と、

南海峠の脇本地区を結ぶ南北に述なる帯を男鹿半島におけ

るヒンジ,冊:とする考え（木下1965）もあるが、筆肴らは第

5mに示すような地塊j亜動によるものと考えている。

すなわち、男鹿1'1断層から西側の地域には数段におよぶ

段庇が知られており（藤岡ほか1973)、明らかに陥起運動

が継続していることを示しているのに対し､八郎潟全域に

およぶ地域で･は、鮪川層形成期から現在もなお沈降連動が

第5図男鹿半島の構造線と鮪川層の分布
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続いていることかが報告されている（狩野1968)。したがって、降起連動を続ける男鹿半,『舟西部地塊と、

沈降を続ける八郎潟地域にはさまれる男鹿中断層から八郎潟I凡i雌にいたる地域は、束に1m斜する傾動

地塊（聴盤で､は階段状の断層州:と思われる）として、その述動を継続しているものと考えられる。

Ⅵ堆積環境の変遷

第61叉la-dは安Ill海岸における鮎川jW・潟西屑の地質林状Nで蕊あるが、堆積物の変化に応じて碓定し

たそれぞ．れの堆枝環境を記入してある。堆械環境の推定にあたっては、一応、貝化イ｢の多い砂層は浅

海の、無化<;の成層砂やクロスラミナの発達する砂は瀕海域の、Ill炭を含む泥質の部分は内|雅性の、

シジミ化sが含まれる場合は汽水域の唯被物という蕊雑をi没けた。シジミには淡水に生息する極もあ

ることや、‘Ⅲ炭は淡水域で､なくてもⅢ多成されるという反論もあろうが、この,1.1,(については前後の層朴1

の変化、すなわち堆積環境の推移をﾉ川|味しながら推定した。

堆積環境が変化したとみられる部分では、堆積物が漸移的に変化することもあるが、‐般的にはか

なりシャープ・に変化し、その境界は'pﾓ微な浸食面や堆械物の粒度・堆積構造H結度・色、化イ｢産状

の急､変などによって表現されている。
米

図に記入してある11愛流および､寒流の彩粋については、主としてi炊体動物化石にもとづいて推定した

もので．ある。

嵐詳細については、将来報告の予定である。

第6図にみられるように、これらの｣山Ifvが形成されたりりⅡ州は、3つの傾斜不整合によって、imの堆

積期間に区切られ、その各期間をjmじて、榔性の堆祇と非海||;の堆横とがくり返されている。このこ

とは、鮪川岬から潟西層まで､が堆械するlNlに、海水準が数|N|にわたって変動したことをものがたっている。

V気候 変 動 と 鮪 川 ・潟西層細区分試案

第7図は第6l-^lに示した堆積環境の変進をグラフに表わしたもので、横申Illに綱年（便宜的に地層の

厚さを用いた）を取ってある。このようにすると、IMI線は堆祉環境の変化を示す-と同時に海水準の変

動を表わすことになる。またこのIlll線は、第四紀における海水準変上肋は、気候の変化に伴って7起る氷

河の盛衰が原|ﾉ《|とされているので．、イ寺Ill良界的に起った第1ﾉ4紀の鉱候変動と深い関係を持っているもの

と考えられる。

1.潟西層のlij-検討と気候変動

安IⅡ海峠で､は渦I'LJ層の上部は観察できないが、潟西層Uliill-グループ°によってまとめられた本j唇の層

序は第8図の通'）で､ある。この灰|には!塊Iﾘlの郁介上、安Ill海峠の調査から得られた鮪I1l局上部および、

潟西層下部の聯序を加えてある。

この図からもわかるように、渦I'4hｲにおける層fflの変化は、鮒II順の各層準に見られる層ｷ11の変化

－ 5 9 －
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第7図鮪川・潟西層形成期の堆積環境の変遷と細区分試案

I

券？

第8図潟西層柱状図

|烹蚕一脚
か謬謹南'戦ﾗﾐﾅ，
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によく似ており、鮪Ill層と潟西屑はく')返し7起った一巡の気

候変動によって形成さオLた地屑で･あ')、その最終期の海面上

昇に伴って形成されたのが渦西層であるとみることができる。

この潟西層の鮫上部を描成する塊状褐色砂層（層｣:1'1不Ilil

味な砂層）は、男鹿半島北束部すなわち八郎潟西北峠地域

で､は広<分布.することか確認されており、潟西暦をルタ成し

た海水準卜昇期の最後の堆積物であろうと考えられている§

この塊状砂のkに寒風山の'噴出物とみられる火山灰がのり、

その堆枝面がこの地区に広くみられる40"段旺の平｣illtil"と

なっている。これらのことにもとづいて、筆者らはJO〃L

段丘は潟西層の堆積によって生じた堆枝Ifliで､あ0、現在残

っている平ｵ11面の堆本になる地形は、潟四屑岐上部の塊状

砂の堆積Bで､あろうと考えている。

蕊潟西層団川グループ：未発表奮料

40"』段丘は男鹿半島で､は最も広く分布する段丘で､､その

形成時期については多くのIIﾉf究者によってリスーウルム洲プ

と考えられている（太Illほか1968)=
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リスーウルム洲l氷期の海水準上昇-に伴って形I戎された段_丘

鮪川層上部と潟西層の関係は、潟西暦のJ陛底に貝化sを密柴する砂ｲi梁届がみられるが、従米不怪合

とされてきた境界面はきわめて安定した平川Ifllで･あ0、l三下の地層の屑理而とはt-行になっている。

したがってこの面は、述続的な傾動連動があったことを前提として考えるとき、浸食而で･はあるにし

ても、不整合としてとり上げるほど重要で､はないと考えられる。これに対して、鮪川層上部とM層下

部の関係は明らかに1唄斜不整合をなしており、かなり艮期|ﾊ1にわたって陸化し浸食をうけたことが確

認される。また鮪川層上部とされている部分は、鮪Ill、潟西層全体の厚さからみても、他とは比較に

ならないほど薄い範|州であ'ノ、こうしたいくつかの恥'｣'から、鮪Ill層上部と潟西暦は一巡の堆積物で、

鮪川層_上部とされてきた地層は、この一巡の堆械作IⅡの初期の堆職物とするのが妥当であろう。

宮沢海岸に見られる釜谷地層は潟西層によって不悠合におおわれているが、脇本層に直接不悠合で、

垂な|）、鮪川層との関係を直接見ることができない。1972年に加藤が擁柴した釜谷地層の貝化イiの'I'

に、その後、鮪Ill層上部の代表的な化石とされる/rγ〃e〃ααndene励SisOTUKAが一PI体だけで､はあ

るが含まれていることが確認きれた。また釜谷地胸の分布が知られている他の地域（浜洲11海岸、八
擢

/ffli、申HI)においても、本層と上．下位層の関係は宮沢海峠と|司様で･あることを考・えると、本層は

－62－
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安田海岸に見られる鮪111層上部とほぼ同時代のもので．あると,思われる。

翼ただし下位屑は北浦¥iである。

釜谷地層の形成時卿lについては、リスーウルムlHl水川lの海進によるものとされておI)、したがって

釜谷地層と鮪川層上部の形成時期がほぼ1"]じて､あるとすれば、鮪川層I二部から潟西I瀞全体が堆種した

時期はリスーウルム間氷期で．あるということになる。

この見解にもとづけば、鮪Ill層I二部と下部の境界となっている傾斜不耀合Cはリス氷期に、傾斜不

整合B-C問の堆械期l州はミンテルーリス間氷期に、｜唄斜不整合Bはミンテツレ氷期に対･応するはずで､あ

る。このような考えにもとづいて記入してあるのが鋪7m下の形成期試案て．ある。現在のところ、鮪

川層下部の形成期を定めるための決定的な資料がないために断定はできないが、北里(1975)の資料

等を参考に検討してみるとだいたい妥当な推定で．あろうと考一えられる。

2．鮪川・潟西層のステージ区分試案

これまでにも述べたように、安田地区で､は鮒Ill・潟a屑の形成期全期I間にわたって、束に傾く傾動

j亜動か連続的に継続さオLた。また一方この期間には、鋪m紀の気候変動による海水雄変動に伴って、

堆積と浸食がくり返し行なわれていた。これらのことから、この地域で地層を|ﾒ身分するのに最も重要

な 要素は、傾斜不悠合であると考えられる。

このよう な考 えを もとにして従米の区分を検討すると、 鮪 川 層 下 部 に は 第 3 図 に 示 し た よ う に A ・ B

2つの傾斜不悠合が含まれているのは不都合で､ある。鮪川層下部と上部の境界は1頃斜不整合となって

いるので妥当な|ﾒﾆ分ではあるが、鮪川層上部と潟西層の境界は浸食面で､はあるにしても両層間に構造

的な差はなく、これをもって地層を区分するのは不適当で､あることは先に潟西j筒の碑検討の中で説明

したところで､ある。

以上の理由から、筆者らは、鮪川・潟西暦を一巡の｣11;柚物とみなし、その中を1上､斜不悠合を柴準と

して、鮪Ill層基底から似斜不整合Aまで､を鮪himv*i%iiステージ、A－B間を同第1Iステージ、B－C

間を同第1Ⅱステージ、伽斜不整合Cから上すなわち従来の鮪川層I二部から潟西層全体をl司第Ⅳステー

ジ、として区分してみてはどうかと考えている（鋪7図下段、ステージ区分試案）。

なおこの区分試案においては、4つの区分や、区分された各層準をそれぞ．れステージとすることが

妥当かどうかなど、今後の検討を要する問題を含んでいるので．、今回は試案としてアイテ畿イアの紹介

にとどめるが、このように区分することによって、地I岬区分と時代区分、気候および海水準変動など

が統一的に扱えるものと 考えている。

Ⅵまとめ

これまで､の成果を箇条的にあげるとつぎの辿りで瞳ある。

1)鮪川・潟西届は、鋪m紀史新皇世における気候変動に伴って形成された一連の地1吋で､ある。

2）鮪川・潟西層の形成期全期間にわたって、安Ill海岸で･は束に傾く傾動連動が続いておn、この連

動は現在も継続している。

3）地層の傾斜角の変化と層相の推移から、鮪川・潟i'4牌形成期の堆積環境の変遷、海水準の変化お

よび､気候変動を推定した。

4）鮪川層上部から潟西層の形成時期をリスーウルム|川氷期と考え、これをﾉ,'亨準として鮪Ill層の形成

時期を推定した。

5）鮪川層内にみられる3つの1噸斜不整合にもとづいて、従来の区分とは異なる4つのステージに区分した。

また今後の課題としては、今回の調査範囲は安Ill湖岸という局部的な地域にすぎないので､、調査範

囲を拡大しながら、古生物学的・堆積学的〃f究などI渚分野からの研究資料を投入し、今回の結論につ

いて検討を加えること、男鹿半島西部に発達する段丘と安Ill海岸の地層は、40m段G.菖をJ1に準としてそ

れぞ．れ対応すると考えられるので．、その対l芯関係を調査すること、今回の調査で得られた時代的な推

－63－
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定が妥当なものであれば、気候変動の影判iは下位の脇本層にもみられることが予想されるので、こう

した視点から脇本層の再調査をす~る必要があること、などがあげられる。

以上を通じて、男鹿半島における第1ﾉ4系の徹底的な究明を進めるとともに、これを内|瑳部の第四系

に関連づけることは今後の重要なlljf究課題である。

Ongeoloeicstructureandthedepositionalconditionof

thePleistocenedepositsattheAndencoast,

OgaPeninsula,NortheastJapan

by

MantaroKatoandAkiraWatanabe

Summary

TheShibikawaFormationandtheKatanishiFormationarethePleistocenedeposits,

andtheiroutcropsarecontinuouslyseenattheAndencoastofOgePeninsula.Bothof

theminthisarea,consistofmarineandnon-marinedeposits・Therefore,itisclearly

suggestedthatthesealevelchangedseveraltimesduringtheseformationsweredeposited.

Itisconsideredthatthesealevelcorrespondentlychangedtotheclimaticchangesinthe

Pleistocene.

TheShibikawaFormationaresteeplydippedatthelowerpartofthefoi､mationand

graduallybecamegentleupwardly.TheKatanishiForwationwhichoverliestheShibikawa

Formationisgentlydipped.TheysuggeslthatthetiltingintheEarlyShibikawanagehad

beencontinuoustothepresent.

ThewritersproposetodividetheShibikawaandKatanishiFormationsintofourparts

onthebasisofthedipschangeofformatisnsandthefacieschangeofthedeposits,as

showninFig.7.
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